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例語

1. 本書は， 長崎県上県郡峰町大字佐賀486
さか

にある佐賀貝塚に関する緊急発掘調査の略

報である。

2 調査は昭和60年4月8日から同年 5月10

まで，峰町教育委員会が由庫および県費補

助を得て実施したもので，長崎県文化課主

任指導主事正林護・同課文化財調査員村川

逸朗が調査を担当した。

3 人骨の調査には長崎大学医学部解剖学第

2教室の松下孝之・見Ij部哲秋・中谷昭二氏

が当ったが，昭和62年度に刊行を予定して

いる本報告で結果を報告する。

4 獣・魚、骨の調査には早稲田大学考古学研

究室の金子浩昌氏に依頼し，今回その概略

について玉稿を賜った。

5 貝類については長崎県立野母崎高等学校

教諭山本愛三氏に依頼し，今回その概略に

ついて玉稿を賜った。

6 峰町役場産業課薮回春男氏には地形実測

に同町教育委員会には連日の現場調査活動

に直接参加された。また土地所有者早田和

之氏には建物建設遅延の承諾を快く与えら

れた。

7 九州大学助教授西谷正氏には，来島いた

だき指導助言を賜った。

8 本書の執筆・編集は正林が行い，遺物の

撮彰は正林・村川によった。本書の遺物実

測は正林， トレースは村川によった。

9 本遺跡の出土遺物は，昭和60年度末現在

長崎県文化課に保管しているが，昭和62年

度に本報告刊行後は，峰町教育委員会に移
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管される予定である。

1. 調査の発端

昭和60年3月4日，対馬11摩町教育委員会か

ら急報が長崎県文化課に寄せられた。全国遺

跡地図長崎県3-27の佐賀貝塚包蔵地におい

て，遊戯場建物建設に伴う整地工事が着工間

近であり対応策について指導を得たい旨であ

った。県文化主任指導主事正林護は，翌5日

対馬にわたり，関係者と現地を実査し，関係

者と協議を行った。佐賀貝塚は昭和28年発見

され，翌年増田精一氏等によって一部が発掘

され，県内lこ数少い縄文中期遺跡である ζと

が確認されていた。

協議の結果，現状での遺跡保全は困難であ

り，緊急発掘調査不可避の事態であるととが

確認された。土地所有者早田氏と相談の結果

5月初旬まで，調査に必要な期間，工事着手

が猶余されることになり，緊急発掘調査体制

の確保について諸般を調整することとなっ

た。その結果，国庫および県費の補助をうけ

て峰町が調査を実施することになり，昭和60

年4月8日から同年 5月10日まで，県文化諜

主任指導主事正林護・同課文化財調査員村川

逸朗の担当で緊急発掘調査が実施された。
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第1図対馬および佐賀貝塚位置図

2 . 佐賀貝塚の位置と地理的・歴史的環境

さか

N 
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佐賀貝塚は， 長崎県上県郡峰町大字佐賀486他にある。対馬が九州と朝鮮半島の間にあり，

朝鮮半島の方により近い(対馬北端釜山間約50km)ことが知られている。対馬島は南北約82

km，上(南)島・下(北)島からなるが， 標高に比して除岨であり， 海岸に直接山地は急没

し，平地は極端に扶陸である。全島面積710kIflは佐渡・淡路島につぐ広さであるが，その88%

を山地が占め，現今の集落はごく限られた海岸部に散在している。対馬の地質基盤は新世代第

3紀の夏宥と砂岩からなる，対州層群とよばれるもので水の浸透や風化に対して著しく脆弱で

ある。このため小片の岩屑となったものが河川をったって流下堆積している。

一方，対馬島の海岸は複雑なリアス式海岸と吃立する海岸からなり，砂質地形の海岸は稀少

である。対馬島周辺の海流は対馬暖流とよばれ，二分して対馬の南北を北上するが沿岸水と混

合して変化に富む海水の状態になる。海底地形も複雑で，変化に富んだ磯瀬が多く，好漁場を

形成している。かかる海水と海窟地形はブリ・イカ・イワシ等の回遊魚、やウニ・サザ、エ・ヒジ

キ・ワカメ等の根付資源豊かである。

峰町は，対馬島下島のほぼ中央部と東西海岸にわたって展開する町域を有するが，山地は束
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10 吉岡貝坂 (縄文)
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第2図峰町お よび町内遺跡分布図

図版l 佐賀集落附脈〈西方から〕①県道佐賀 ・木坂線②佐賀貝塚(発掘地点)



辺lζ片寄り，対馬島内有数の平地を有する西半部と平地lと乏しい東半部とを分けている。町内

には著名な遺跡があるが，朝鮮系遺物を多く出土したガヤノキ遺跡等があり主として三根地区

(西岸域〕に集中している。 一方， 峰町東岸域は遺跡、が少し本貝塚の他lζ小姓島遺跡(弥生

|時代墓地)やエーガ崎遺跡を数えるにすぎない。

対馬における縄文時代の遺跡、は少いが，主として西海岸にあり， 越高遺跡(上県町)，志多

留員塚(同)，西加藤遺跡(豊玉町)等があるが，押形文期の遺跡は確認されていない。

佐賀貝塚に至るには二様の方法がある。福岡県小倉港から海路で対馬島北東端の比田勝港に

上陸，パスを利用して南下する方法，海路約6時間，パス約1時間を要する。博多港から壱岐
いずはら

島経由の船便で対馬南東端の厳原港上陸，パスで約2時間北上する方法，海路の時間は比田勝

まわりと同程度の所要時間である。一方，福岡市板付空港および長崎空港からの空路〔約30

分〉で対馬空港〔美津島町)に至り，同空港から約1時間強北上する方法がある。

CI佐賀小学校 ④佐賀川 ⑤佐賀漁港⑥小姓島遺跡(弥生墓地) ⑦対馬海峡
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3. 貝塚周辺地形と調査の概要

佐賀集洛のある 11峰町東岸地区は，同町東辺

lζ片寄っ た山地によって同|町西部地区と隔て

られている。 乙の山地は， ホノ山(l98m)

等に見るどとし低標高であるが山容険岨で

対馬の山容に共通している。現在は同町の東

西を佐賀トンネノレが結んでいるが，対馬の集

落のほとんどの例lζ見るどとく佐賀集落も岡

田]西岸地区と地形的には隔絶している。佐賀

集落は対馬東岸lζ注ぐ佐賀川と駄j品川の河口

j剖辺lζ 密集しているが， 高山 (l43m) を中心とした小半島lζ 擁された佐賀浦l乙南商してい

て，好漁港になっている。

本貝塚は，佐賀補lζ西から注ぐ駄道川の河口近くに立地した，狭障な海浜lζ立地しており，

北背は急傾斜地になっている。佐賀集落内K弁天を肥る小岩山が突出しているが，かつては小

規模な砂鳴が貝塚地点と結んでいたらしい。現在，員塚の南辺は県道佐賀 ・木坂線が走り，人

~が密集しているが，後世の埋立てによるもので， 旧海岸線は貝塚の南辺50m程度であったと

考えられる。一方， 貝塚を含めた集落一帯のðXr~な海i浜は対州層群を基盤としているが，その

風化特屑が微細粒となった砂l乙覆われ，雨水の浸透はきわめてすみやかで，砂地は不安定であ

る。後述する住居跡の柱穴構造は，乙の脆弱不安定な砂地形によるものであろう。

本貝塚は， 昭和28'of.，ζ縄文時代rl-l期 阿高式系の太形凹文土器を出土する遺跡として発見さ
(註1)

れ，翌29年増田精一氏等によって小発掘が行われており，その跡は今回の発掘によって確認し

得たと ζろである。今回の発掘調査は，先述の地番約500m2を対象としたが，包蔵地は約400m'

程度であり，その全而を発明した。調査は，当該地をほぼ東西および南の基線によって 4mの

方眼lζ分割して実胞した。遺跡は， 当該地番の東辺約200m2を占める縄文後期貝塚，ほぼ中央

部lζ構築された 4棟の建物跡，:1じ西隅をわずかに占める純文中期の破砕貝居(昭和29年の小発

掘地点)からなっているととが碓認された。当該地番の南西岡は，往時の旧海浜になっていた

と考えられ，有機物を含まない岩屑が不安定な状態で堆積していた。なお，今次の発掘によっ

て埋葬人骨 6体，散乱人骨2体分を検出したが，建物跡群の束辺lζ直接した位置にあり，縄文

後五fJ.&塚の崩落による破砕只!直下において検出された。なお，後期貝;啄の南辺の一部分は，海

浜岩層と交互に沖積した状況があり，貝啄の時代の後lζ数回，l皮にあらわれたらしい。現在の

貝塚の表而は最高所で標一高2.5m程度であるが， 貝塚形成時においても， ごく海浜lζ近く立地

してし、たらしい。
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図版4 佐賀貝塚撹乱層出土の歴史時代遺物(縮尺Ya)

4. 佐賀集落の歴史時代

13世紀前半以前の対応はか

ならずしも明らかでないが，

当時対馬では阿比留氏が富強

を誇っていたらしい。寛元3

年 (1245)，太宰府の命をう

けた宗重尚が，阿比留平太郎

を討ち，以後の対応は宗氏の

支配下lと入り，明治維新に至

るまで宗氏支配が続き，佐賀

のl也も宗家三代の聞は，対馬

島の主巨の地位を占める。

佐賀員塚の西方200mIζ名

刺円通寺があるが，宗氏の

「佐賀三代」の間，高麗との

接応の場であったとされ，鐘

楼lζは朝鮮究鐘がある。

図版 4tζ示した船載陶探 ・

石硯・平瓦片は佐賀貝塚南辺

の表土層から検出した。乙の

中で注目されるのは，灰白色

の平瓦片である。厚手平瓦で

凹面lζ紙密な布目圧痕を残し，凸面は斜格子状の圧痕を全面lζ施しており， 7 x 6 cm程度の方
(註2)

形区画をもっている。との種瓦当は，最近対馬島内においても良好な資料があり高麗系の瓦と

考えられる。佐賀の地は，宗氏三代の後，15世紀前半には，対馬島主邑の地位を，向島東南岸
いづはら

の府中(厳原〉の地に譲るが，朝鮮通信使の来島については接応所の役割を担っていた。高麗
(註3)

・李朝期の朝鮮系瓦当資料は，近年出土例が散見されるようになっている。福岡県観世音寺，
(註4) (註5)

島根県富田城， 未確認ながら対馬上県郡上県町稲置神社がそれであり， 沖縄県首里城「奏酉

年」の瓦はつとに知られている。図示していない資料であるが，李氏朝鮮の常平通宝，北宋の

皇宋通宝 (1039鋳)等の11-12世紀代の通貨がある。

15世紀前半以降，対馬島の主巴は南東海岸の厳原の地lζ移るが佐賀の地は朝鮮通信使の上陸

と接応の場所として利用されており，その国際的な位置を示している。
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5. 古墳・弥生時代

|峰町内における遺跡

の1-11で，弥生時代の遺

跡は者名なものが多い

が，古墳時代遺跡とし

ては同町西部三根湾口

のチコ
A

ノハナ遺跡があ

る程度である。東岸地

区においては，古墳時

代のlfJi著な遺跡はない

が，弥生|時代遺跡とし

ては佐賀湾口の小姓烏
(註6)

遺跡が著名である。

佐賀貝塚における古

墳時代および弥生時代

遺物としては図版 5，ζ 
示した須恵器と，弥生

式土然片31点が表土か

ら出土した。

須通、器は図示したも

のがすべてで，器形・

規模等かならずしも明

確でない。

弥生式土器は，カメ

W a司司明開園E

I議--
りど 、1m与; ‘ N・ 1・

邑 牟Jペペγ-， 
4 

2 3 

図版5 佐賀貝jゑ表土居出土の須恵器および弥生式土器(縮尺1;3)

形土器の口縁部が多く ，一部長顎ツボの袋状口縁の破片(9)がある。 6-8はいずれも口縁

部が 逆L字の断面をもつもので， 断面三角形の貼りつけ突宇野を口縁部lζ 近くもつもの (7・

8)と，もたないもの 6がある。いずれも弥生時代中期前半代のカメ型土器とする ζ とができ

ょう。

ところで，本貝塚地点では，昭和32年に土地所有者が庭先にゴミ捨て用の穴を掘られた時lζ

「切り石をつかった石棺が出土した」といわれている。関係者の話を総合すると， 幅は50cmぐ

らい，長さは1.3m程度で， 数枚の板石で蓋がしてあったといわれる。また微細な骨片が残っ

ていたといわれる。箱式石棺の長:柏寸法が比較的短かったとする関係者の記憶を信じるとすれ

ば，弥生時代の石棺であった可能性が強いといえよう。

一 8一
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図版6 員塚と遺物
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6. 縄文時代後期

(註7) 

佐賀員塚は従前，縄文時代中期の員塚とされてきた。昭和28年の発見，翌29年の小発掘の結

果によるものである。今回の発掘調査においてもその乙とは確認されたが，中野]遺跡は調査地

番の北西隅から西隣の地番にまたがるものである ζ とも確認し得た。今回の調査結果によれば

調査地の大半は縄文後期の遺跡であり，縄文中期遺跡、と境界を接する形で成立していることが

確認された。本遺跡の細部については，昭和62年度lと本報告をまとめる予定であるが，以下に

その概要を示しておとう。

(1) 貝塚

後期貝塚は大字佐賀486番地の東半部において，180 m'程度のひろがりをも って破砕貝屈と純

貝層部のひろがりをもっていた。乙のうち純貝層部分は東辺の50m2程度を占め，主要部は東隣

の地番にあると考えられる。 一方，破砕貝層部は純員j冒の堆積が崩落して展開したもので，員

塚南illの海岸砂が崩落した貝層の上に堆積し，更に崩落した員が堆積する という状態を2回繰

りかえしている。したがって破砕貝層は二次的な堆積であると考えられる。 (図版 2)

純貝層の厚みは50~60cmであるが東辺程厚 く， 東壁では70cm程度の厚みを持つ。破砕貝屈の

下は対州層群の微細な砂層で有機質を多く含んでおり，後期遺物の包含居になっている。

(2) 建物跡遺構

調査地点のほぼ中央部位において密接する建物跡4箇所を確認した。いずれも黒褐色の砂質

土層面に構築されており， 平地式3棟(1・3・4号)，竪穴式l棟(2号)である。細部に

ついては本報告にゆずるが，大小多数の柱穴を有し，炉跡を有するもの(2号)とそうでない

ものがある。いずれも柱穴の側辺に板石を配し，基底にもほぼ同様の措置を施している。この

ととは，砂地が微粒でサラサラした状態であり，柱穴のみをもってしては固定することが困難

なためと考えられる。 2号は約4.5m程度の径を有し， 中央部IC炉跡を構成する立石が残って

し、7こ。

4号建物は平地式であるが，柱穴の配置がもっとも広い範囲を占め，石斧の未成品と砥石群

が多く出土しており，工房的性格を有していると考えられる。
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(3) 石斧の並列状態

遺跡の北辺部，遺跡北背の急傾斜地に近い部位で，図版 8Iζ見るごとく，本遺跡でも最大級

lζ属する30cm程度の石斧が 5点，並列する状態で検出された。それぞれ刃部を交互に配した状

態にあり，意識的に配した可能性がある。

石斧工房跡と考えられ

る4号建物の北背後の位

直におかれ，周辺になん

らのものも配していない

が，さらに検討を要しょ

つ。

類似例は五島列島宮下
(註 8)

貝塚(縄文後期)があり，

13本の石斧を重ね，石位tl

いの状態であったといわ

れる。また，佐賀県菜畑
Gtl: 9) 
遺跡でも磨製石斧 4本が

一部重ねられた状態で検

出されている。(縄文前

jDJ)。

(4) 埋葬遺構と人骨

埋葬ノ¥骨 6体，散乱人

骨2個体分を検wした。
埋葬人骨はいずれも屈葬

{立をとっているが，6号

ノ¥骨の場合は仰臥屈葬位

をとっている。浅い土坑

が掘られ，埋葬の後lζ扇

平な石材で上面を覆い，

アワビ貝を副葬してい

る。

1号人骨は肩平磨製石 図版8 石斧の並列状態

- 12ー



斧を，2号人骨は土器を副葬している。 アワビ貝等の副葬例は西北九州の各地に見られ，弥生
(註10)

|時代においてもその例が知られるが，対馬島において副葬習俗が軌をーにしている点は興味深

し、。

図版9 埋 葬人骨 (6号人骨)

13 

埋葬人骨は，いず

れも建物跡f.rの北東
部において検出され

ており，居住空聞に

近接して埋葬が営ま

れている。

一一『司r-
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図版12遺物出土状況③
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図版13遺物出土状 況③
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13 

図版14 縄文後期の土器①(縮尺1Ja)
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図版15 縄文後期の土器②(縮尺%)
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36 
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32 

図版16 縄文後期の土器③(縮尺%)
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44 
4 3 

42 

50 52 53 

54 

55 

57 58 59 

図版17 縄文後期の土器④および土製品(縮尺%)
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(5) 出土遺物

A 土器

佐賀貝塚出土の縄文式土

器15，143点のうち，純文後

JUJの土器が最も多く， 13， 

162点，約87%を占めてい

る。

磨消縄文系の土~~ ・ 波状

口縁上の逆W字椋の貼りつ

けを特長とする北久根山式

系の土保 ・貝殻条f良文系の

土部 ・その他の後期土器と

して貝殻粉末を多量に含む

もの (47~49) ・ 肥厚する

貼付口縁lζ斜格子を有する

48・竹管刺突文を有する50

・51等を一応，まとめて図

示した。

乙れらの各土器の中には

朝鮮半烏系有文土器との関

係を予察されるものも含ま

れているが，検討を含めて詳報したい。

B 石器

61 

63 

65 

62 

』田

4圏
吋歯歯医臨

64 

66 

図版18 縄文後期の土器⑤(縮尺%)

J 

石器総数4，447点を検出した。 乙の中には石斧 ・砥石 ・敵石等の機器 ・黒曜製の剥片石器が

ある。石器を概観して特長的な点をあげてみよう。

| 石斧

石斧総数316点が縄文後期居および貝層から出土している。発掘面積lζ比して大量出土が目

立つ。 ζのうち，未成品が183点 (57.9%) を占めており，未成品量の占める割合が注目され

る。 ζのと とは，lil&石28点との関連とともに注目されるとともに，17点 (80.9%)が4号建物

跡から出土している点は重要である。
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縄文後期の石器①(縮尺1ゐ)
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図版19
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縄文後期の石器② (縮尺11s)
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図版20

24 -



46 

47 48 

図版21 縄文後期の石器③(縮尺%)

- 25ー



'・

a・'"

2Haa  a 
54_ 55 - 56 

57 58 59 60 61 

A 
62 63 64 

65 
66 67 68 69 

血‘

A ぬA 
70 71 72 

s、A 
73 74 75 76 77 78 79 - 80 

dも" 
，、
d‘ A 舎

/< S島明

/主予

81 

85 86 
88 

82 

金
87 

ゐ《 会 '‘ 金92 93 95 

90 91 96 

102 103 

101 

100 

105 106 107 108 109 

図版22縄文後期の石器④(縮尺112)
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一方，図版20lC示した石探群のうち， 13~27は肩平片刃磨製の石斧であり， 28~38は石ノミ

状の片刃石認である。とれらの石ノミは，弥生時代K顕著に見られているが，縄文時代におい
(註11) ー・ 〔註12) (註13)

ても，鹿児島市草野員塚 ・大口巾瀬ノ下遺跡等の南九州組文後期遺跡や外海町出津遺跡 ・諌早
(註14)

i-b有喜貝隊等四北九州においても出土例が知られている。佐賀貝塚の11点は最も多い出土量で

あるが，弥生時代目Ii産の同種資料との比較検討や分布範囲の検討を要しよう。

本遺跡、出土の石斧の石材は島内l童の黒色頁岩と縞状の摂理lliiをもっ青白色石材が用いられて

いる。後者の石材は研磨によって美麗な縞文桜が現れ，弥生時代の磨製石剣と同種の石材であ

るが，対応島上対馬町産の石材である可能性が強い。同種石材製の石斧がどの範聞にまで分布

するか興味深い問題である。

11 黒曜石製剥片石器

佐賀員塚出土の男、l濯石製の石器および剥片は総数3，741 /~i_を数える。 ζれらの剥片石器の中

で注目されるものは， 101 ~103 ， 1 24~1 27の大形石釘(石鋸)であり ， 1 04~109 ， 11 8~1 23の

大形剥片鍍(石鈷)である。 ζれらは軸柄lζ装着する刺突具と考えられ，大形fれないし陸獣を

対象にするものと考えられ，対馬縄文人の生活を知るうえで興味ある資料であるが，~a出石そ

のものは129の石核IC~るどとく角磯状の大形原石が用いられている。足、色半透明の良質な石

材であるが，肉眼観察の範囲では伊万里版岳産の石材と考えられる。 115は粗質不透明の石材

であり，壱|岐島産と考えられるが著しく稀少である。対馬島内には黒|胆石原産地を有しない，

対馬l誌の黒人曜石原産地については目下産地同定中であるが，対応縄文人の行動範囲を考えるう

えで重要である。

116 
111 112 113 114 

117 

& 
125 123 122 

4与幽127 118 119 120 
(l 10Cm 
ト→←…←r...._.!ト一一 一一--→

図版23 純文後期の石器⑤(縮尺l/a)
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図版24縄文後期の石器⑥ (縮尺Yz)

山 石製装身具

石製装身具は多く はないが，図版25の5点がある。朱の残る大t+:147や小豆会色の美麗な円形

の垂飾のほか，1-炎緑色施のある紡鎚形の資料150は，縦iζ穿孔されている。 ζの資料は長 111お県

西彼杵半島西岸， 角力灘沿岸の「長崎ひすし、」 とよばれる変成岩製と考えられる。 151は長円

肩平磯のー側IC，すりきりの刻みを施した資料であるが，一応装身具として扱った。

。
131 

130 

的 133 …一…山…一 一一 町一一一一 ι J…一…..~ _ 134 
図版25 縄文後期の石器⑦ (縮尺Yz)
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C 骨角貝製品

佐賀貝塚出土の縄文後期の情角貝製品は豊富で陸自に値する。獣骨製刺突具216点，複合・単

式釣針26点，装飾具22点，貝製飾 4点，貝輪133人ヤ、等がある。骨角員製品の他lζは，金子浩昌

氏執筆の後項lζ略記されているように，多数の動物 ・魚骨の遺存体があり，縄文時代における

対馬の動物相を検討する好資料がある。との点については，本報告において執筆されることに

なろう。骨角器のなかには，成品ないし原材料をあきらかに朝鮮半島等からの搬入したものが

あり，対馬の位置を再認識させるものがある。

| 刺突器 (図版26・27)

総数216点がある。全長10cm(図版26-24)から，同2cm (図版27-65) まで大小の骨製刺

失器(ヤス)である。形式分類は目下検討1-1-1であり，詐4を避けるが，①離頭話形 ・②組合せ

形・③鍛状のカカリをもっ形 ・④一端もしくは両端を鋭く研磨したものに大別できそうである。

図版24・25について乙れらの大日IJを適用すれば， ① (1・ 2) ・ ② (68~76) ・ @ (9 ・ 1 3~1 6)

・④(その他大部分)ということになる。さらに200点を超す本員塚の刺突器については細分

可能であるが，再検討して本報告11相ζ詳報したい。

ii 釣針 (図版28)
(註15)

結合式釣針 (77~95他〉と単式釣針 (96~101他がある〕。結合式 IC は 77他， 渡辺氏のいう極

大形，83他の大形ないし中形の資料があり，同氏のいう小形はない。一方，単式には96他の資

料が相当する。乙れらの資料を原材料についてみれば，結合式は雄イノシシの下顎犬歯が用い

られており，上顎犬歯および雌イノシシの犬歯の利用例はない。また，雄イノシシの下顎犬歯

の左右使用比率はほぼ同数である。また，畿の位置についていえば，下顎犬歯の歯冠部に作り

出したものが多い。 ζれらのイノシシ下顎犬歯製釣針についても，目下検討中であり詳述を保

関しておく。 84~86の資料は結合釣針の完形品であるが， ともにイ ノシ、ン雄下顎犬歯で1'1二ら
〔註16)

れ，結合部状況のよ くわかる資料である。 乙れら結合釣針の結合部の形状は，上老大島貝塚の

それに類似している ζ とは重要である。図版28の96~10Hま ， 骨製単式釣針である。 イノシシ

下顎犬歯製結合釣針iζ比して，全般に細身で，完形品は少いが，それぞれの旧形状を大要，う

かがい知る ζ とができる。乙れらも西北九州形として把握することができる。



図版26 縄文後期の骨角器①〔縮尺%)
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図版27 縄文後期の骨角器②(縮尺%)
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図版28 縄文後期の骨角器③(縮).z%)
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一 『固

iii 骨製霊飾他の骨角器 (図版29・第3図)

歯牙製の歪釘li102-105，107-111， 123があり， イノシシ下顎犬歯，サメf九ゴンドウクジ

ラの I喝等が用いられている。 11 3-116は米穿孔の垂飾か~二銀の類である。 117はおlみ目と穿孔
(註17)

をもっ骨製品，118はいわゆる!民的jの類であろう。注目を要するのは106のキパノ ロ上顎犬陶製
〔註18)

垂飾であり， 朝鮮半島からの搬入品である可能性が高い。 さらに， 123は鹿角製の異形骨角端

である。図示したごとく ，扇平な長円形の板状部と上紺1iの円筒部が一体構造をなしており，円

筒部の穿孔は板状部の中央lζ通じている。また，円筒部と板状部の俵点部には小孔があけられ

ている。 一方板状部の側縁には講がめぐっていて，なんらかの緊縛溝となっている。 ζの種の
(註19)

異形骨角器の出土例はきわめて類例に乏しいが，民俗例によれば，図の板状部tCJmの胎児の)支

を張り雌肢の擬声を出す発音訴があり，形状 ・構造ともに酷似している。 本例はいわゆる鹿箇

と考えられる資料であり注目される。

。
~ 

5cm 
4 

く〉

第3図 鹿筒形骨角器 ・キパノ ロ犬歯製垂飾実測図(縮尺%)

つJqJ
 



図版29 縄文後期の骨角器④(縮尺%)
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図版30 1喝未;後期の骨角器①歯牙英語 (縮尺%)
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図版31 縄文後期の貝器(縮尺%)

7. 縄文時代中期

佐賀貝塚における縄文中期遺跡は ， 発掘地点の北西|判のわず、かな ー面積を I~め ， 破砕貝隠とし

て認められた。特に遺構を妓していないものの，包蔵地の大半は発掘地点西隣の宅地下lζひろ

がっている ζ とが予察された。共伴造物の状態も明瞭ではないが， 土器は良tFfな大形片が多

。、
'
h
v
 

多くは H音褐色の目白土 lζ多くの泊石粉末を混入している 。 iW杉はかならずしも I~JII奈でないが ，

太形凹文の施文は口縁部から底部におよんでおり，安定!必のある底部を伴っている。図版32の

22・23の土器は，従前並木式と称された土器の系統lζ属するが，対馬島における山土例を従前
(註20)

見ない。 ζの並木;式系の土器は，J.近E年，対馬品のl三辛礼F

j品吊北|ド限1仮艮の出土例として社注.目される。

Fh
u
 

『
υ
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17 

空司
20 

図版32 縄文中期の土器①(縮尺1/3)
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8. 長崎県対馬・佐賀貝塚出土の脊椎動物遺存体

金 子 浩 昌 (早稲田大学考古学研究室〉

佐賀貝塚からは多くの魚、 .J隈虫・鳥 ・獣類の遺存体が出土している。骨は発調時の破損があ

ったものの，一般に保存は良好で，当時の漁扮，狩猟の実体を直接lζあるいは間接的lζ示す好

資料といえよう。それらの概裂を記すと次のようになる。

1 魚類

サメ類の椎体が多数出土している。ネズミ ザメ科，メジロザメ科の椎体がみられ，特lこ後者

の大型の椎体が目立った。もちろん，一個体で多数の椎体をもつものであるから，椎体の数で

個体数の多少を直ちに論ずるわけにはいかないが，一つの特徴として把える乙とはできょう。

タイ科ではマダイの出土が多し、。乙れは前頭骨，前上顎，歯骨などの骨から個体数としてもも

っとも多い種矧であったことを推定しでもよいであろう。縄文期貝塚から出土するマダイは一

般に大型であるが，本員塚の場合も同様で，体長 1mlζ達する個体も稀ではなかった。クロダ

イ，ヘダイといった種類も合まれたがその数はずっと少ない。

カジキ類は椎体など数点を数えるのみであったが，とれも巨大なもので，体長2m以上と椎

定されるマカジキの前上顎骨がある。 ζれらは折れているが，おH、吻端の骨は槍先などに使う

とともできたであろう。その他佐賀貝塚を特徴付ける点として，イシダイ，コ ブ夕、、イ(カンダ

イ)があげられよう。量的にはマダイ程多くないが， ζれも大型の個体の顎骨， 咽頭骨があ

る。特lζコブダイ は全長 1m になる大型の個体があったと推定している。

フグ類も多かった種類であり，その他ノ、タ類，ブリがあり，いずれも大型の骨をのとしてい

アこ。

2 腿虫類

ウミガメ類の骨があるが特に多くない。大きな四肢骨があったが，その両端をイヌにかじら

れて短かくなっていた。脂肪質でやわらかいウミガメの骨はイヌが好んでかじったのであろ

つ。

3 鳥類

鳥骨の出土も多い。その大部分は海鳥であって乙の貝塚を特徴付ける動物種であったといっ

てよいであろう。量的に目立ったのはアビ科，カイツブリ科の鳥骨で，アビ， オオハム，それ

に中型のカイツブリである。アカエリカイツブリと思われる骨であった。アビは魚群の在りか

を知らせ，縄文人たちの生活lζ深い関わりをもっ鳥であったろう。ミズナギ鳥科の骨も多少合
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との科の大型烏であるアホウドリ科の骨が 1乃至2個体分はみられまれているようである。

ヒメウ岩崖海岸のあることから考えられることである。ウミウ，た。ウの類の骨も多いのも，

の四肢骨があった。

カトビト大型のワシ類である。キジの骨が数点、と，少量ではあるがワシタカ自の骨がある，

ラスの骨がこれも数個体分があった。

噌乳類4 

イノシシの繭牙，骨が大量に出土している。それに比べると他の哨乳類の骨は僅かなもので

イノシシ，四肢骨が10数点という数である。これは，シカは下顎骨が 1点，あった。例えば，

シカの生息の数の上で極端な差違のあったことを推測せざるを得ない。シカの四肢骨の仁ドには

九州本島からでなく，本州あるいは朝鮮半島から辺ばれたものがあるので大型のものがあり，

はなし、かと推測させるのである。

四肢骨など各部位のイノシシは上述のように多くの骨をのこし，頭蓋，下顎骨，

当時乙の島に多数棲息していたのであろう。

ととろで，

骨をのこす。若獣から成獣までの個体を含み，

ネズミ類がその他の獣であるが個体数は極めて少ない。現生するツシマヤテン，ノウサギ，

アシカがある。ククジラ類，マネコの骨は確認することはできなかった。一方海棲獣として，

イノレカ類程の大きさのものがあったが，ほとゴンドウクジラ程の大きさのもの，ジラ類には，

んど脊椎骨をの ζすのみであった。他にクジラ類の大形骨片があった。クジラ類よりも多くの

骨をのこしていたのはアシカ類である。何故か頭蓋，下顎骨は全くみられず，椎骨と四肢骨の

乙の海域に繁殖集団をつくっていたのであろ雌，雄の個体があり，成獣，幼，みであった。

う。ただ，捕獲個体数の上ではイノシシなどに及ばない。

7-8個体分の骨が出土しており，埋葬骨などの発見はなかったが，最後にイヌであるが，

イヌの骨の出土としては多い方とみてよいであろう。幼，若，老成の個体，雌，雄の個体があ

これらが狩猟犬として飼育されたものであった ζ とは，疑いない。大きさは縄ると推定され，

文状の一般にみる小形犬と同大のものとみてよく，下顎骨には縄文犬にみられるたくましさを

みることができた。

ぎ
ま
夕
、
会
4
b
2
z議
後
場
公

佐賀民塚動物遺存体の特徴

佐賀貝塚の脊椎動物は以上にのべたように，陸獣のイノシシを主体として，それに海棲のイ

また魚、骨も少なくなかった。佐賀貝塚人の漁・猟に対する積極的な姿アシカ類があり，ノレカ，

これが石器や骨角器に反映しているといってもよいであろう。こうした勢をみることができ，

島艇の貝塚の諸例においてみられたものであって，地様相は九州北西部の外海に面した貝塚，

域による差違はもちろんみられるものの，基本的には本貝塚にみる如き性格をもっているとい

この地域の動物相がようやく明らかにされってよいであろう。本貝塚の資料の精査によって，
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ることになろう。また，先にものべたが，本貝塚でのイノシシ，シカの骨の出土状況は，過去

の対馬における大型獣の生息状況を考えさせる重要な資料となるものであって，生物分布の問

題上注目される点であろう。一方，現生するツシマヤマネコなどの骨の検出できなかった ζ と

は縄文人の狩猟の性格を考える上で注意しなければならないことであろう。

さらに，本遺跡が島娯であるととから，種々動物が搬入されている乙とがある。その一つは

先にものべたシカであって，これは一点であったが大型の尺骨があった。乙れはキュウシュウ

ジカとみるよりも，木州若しくは朝鮮半島からの搬入である。若し，この島l乙シカが棲息して

いるとすれば，特lζシカの尺骨を搬入する理由は無いように思われるのであるが，特iこ大型の

骨を骨器として使用する目的があったからであろうか。

なお，加工品中にキパノロの犬歯1点があったことである。これは明らかに朝鮮半島からの

搬入品であり，彼我の直接的な交流のあったことを裏付ける興味ある資料であろう。また四肢

骨については本回の資料中にみることがなかったので，これは犬歯のみをえらんで迩ばれたの

であろう。キパノロは，朝鮮半島に分布し，新石器時代からそれ以降の遺跡からの出土例が知

られる。

40 



9. 長崎県・佐賀貝塚の貝類より見た考察

I 序

昭和60年 4月8日から，

5月10日までの間，本遺跡

の発掘が行われ，そのおり

の資料分析の依頼を受け

た。直接調査を行い，乙の

機会を与えて下さった長崎

県教育庁文化課主任指導主

事正林護氏をはじめ関係諸

氏lこ深甚の謝意を表るもの

である。

E 本遺跡の発掘概況

本遺跡は第 l図に示すよ

うに，長崎県上県郡峰町大

字佐賀486に所在し， 第2

図に示すように，南lとは駄

道川をはさんで三本松山，

北lこは 175mの峰が急傾斜

で迫り， ζの山麓にひらけ

た標高 2.5~ 3 mの台地に

本遺跡はある。本遺跡の立

地する台地は，土壌分析よ

り，組文前期1の堆積台地で

あると考えられる。包含さ

れる土器は，鎧ケ崎式等を

中心とするもので縄文時代

後期と判断された。遺物は，

石斧300点以上，ヤス200点

以上，人骨 6体，住居跡4

棟が記録された。

(伊

l' '1 
男女欝島

。 200""' 100 

第 1I罰対馬・佐賀貝塚位置図

第2図佐賀貝塚周辺図
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E 貝類を中心とする資料の分析

各トレンチ内で発掘された貝類の卜レンチ別拍出資料および土壌ごとのブロック抽出標本で

あった。

資料は，種どと個体数を計出し， 5，283個体を数えた。本遺跡の貝類組織は，第1表に示し

た。土壌資料は，標準箭で箭い，土壌組成を分析し，微小自然遺物の抽出を行い，木造防をの

せる台地が海成層であること，標高および立地条件より，縄文前期の堆積層であると判断した。

IV 貝類より見た遺跡形成時の自然環境の復元

第1表を生態群集別に表示したのが第2表である。且類の主体をなすものは78.59労を占め

る。 潮間帯岩礁群集で，第1表で示すように，スガイ・オオコシダカガンガラ・サザエ・レイ

シガイ・クマノコカY等を常食としていたと考えられる。第2表 I群で示したこれらの貝は現

在でも遺跡周辺で採集は可能である。しかしウミイボニナ・フトへナタリ・マガキ・オキシジ

ミ・ミルクイ等，潮間帯砂担底汽水群集が1，043個体19.74形発見されているのに，現在の周辺

海域では採集できない。このことは，本遺跡形成当時，遺跡周辺域l乙ラグーンの発達があった

と考えられる。これは，本遺跡直下の駄道)[!)[!口より佐賀)[!)[!口部，佐賀小学校や佐賀神社を

のせる一帯が可能性が強い。(第2図参照〉

なお正林等は，出土状況・底質の状況より，現標高2m線に当時の満潮線があったと推定し

ている。 このようであれば， 当時2mまで海であったと考えられ， より正確な調査が望まれ

る。

V その他員類より推定されること

a 潜水漁法の発達第 1 表~第 2 表で示したように，本遺跡出土貝類は，第 2 表町~VI群で

示されるように， ミガキボラ・ミガキナガニシ・ベンケイガイ・ヒオウギ等，水深 5~20mの

種，テングニシ・イタヤガイ等水深10~80mのものが発見され巨大である。 I 群のサザエ・ア

ワビの中にも驚くほど大きいものが発見される。もし漁網で採取していたものであれば，大小

さまざまのものや他種も発見されるはずであるが，大型のものだけ採取しているのは，潜水漁

法が発達していたと考えられる。

b韓国との交易 133個の貝輸が発見されているが， その種別構成は第3表に示した。本遺

跡近海で採集可能なものは，ベンケイガイ・サJレボウ・タマキカ1 ・マツバガイ・チョウセン

ハマグリ・ホシキタタ・ウチムラサキの 7麗であるが，サルアワビ・ユキノカサの 2種は，本

邦東北以北および韓国寒流域で分布するもので，対馬では現在発見されていなし、。また東北以

北から搬入されたという証拠も今のところない。むしろ韓国の日本海側との交流があったので

はないかと考えたい。獣骨の中にもノロの犬歯が発見されたり，土器の中に朝鮮系と考えられ

るものが混在していることからも韓国との交易の可能性が強いと考えられる。土器・石器等か
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ら見なおしが必要と思われる。

c陸産貝について ツシマケマイマイはカタツムりの一種であるが，現在，対馬;仁田・三

根・海神神社・豆酸・永泉寺・佐須奈・比田勝・内院浦・厳原・中原と長崎市;南山手・崇福

寺・筑後町福済寺・浦上天主堂・音無町・岩屋山・本河内等lこ採集記録がある。対馬一布，と長

崎市周辺区という，とびはなれた分布は，人為的搬入か，広域分布していたものが途中で絶滅

したかを考えないと説明つかないものである。しかし今回，本遺跡、の発掘土中から発見された

ことは，対馬に古くから生息していたこと，対応へ人為的に搬入されたものでないことの証拠

といえる c
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第1表 対馬・佐賀遺跡出土貝類組成表(一部蔓脚類を含む〉

No 稲 名

1. Turbo coronata coreensis (RECLUZS， 1853)スガイ
2. Batillus cornutas (LγGHTFOOT， 1786)サザエ
3. Reishia bronni (DUNKER， 1860) レイシガイ
4. Omt，'lalius tfei工feri(GMELIN， 1791)オオコシダカガンガラ
5. Chlorostoma argyrostoma turbinatum (A. ADAMS， 1853)へソアキク
ボガイ
6. Reishia clanigera (KUSTER， 1860)イボニシ
7. ChlJrostorf1a nigricc!or (DUNKER， 1860)クマノコガイ
8. Sairgnyarca virescens (REEVE， 1884)カリガネエ力イ
9. Manododonta labio confusa (TAPPARONE-CANEFRI， 1874)イシダタミ
ガイ
10. Balanus tintinnabulum volcano (PILSBRY， 1890)オオアカフジツボ
11. Omlう1σliμsruslicus (GMELlN， 1791)コシダカガンガラガイ
12. Chlorostoma argyrostoma !ischkei (TAPPARONE-CANEFRl， 1874)クボ
ガ。イ

13. Nerdotis sieboldi (REEVE， 1846)メカイアワビ
14. N. discus (REEVE，1846) クロアワビ
15. Muricodruta fuscσ(K廿STER，1862)レイシガイダマシモドキ
16. Tetraclita squamosa (BRUGU!ERE， 1895)クロフジツボ
17. Nerdotis gigantea (GMERIN， 1791)マダカアワビ
18. Sertulorbis i押;bricatus(DUNKER， (860)オオヘビガイ
19. Cellana nigrolineata (REEVE， 1854)マツバガイ
20. Nerdotis sp.アワビ類の片切
21. Sulculus aquatilis (REEVE， 1846) トコブシ
22. Stondylus bσlbatus (REEVE， 1856)ウミギクガイ
23. Seρtifer virgatus (WICGMANN， 1837)ムラサキインコガイ
24. Cellana grata stearnsii (PILSBRY， 1891)アミガサガイ
25. Reishia luteostoma (HOLTEN， 1803)クリフレイシガイ
26. Onψhalius nigerrima (GMELIN， 1791)ヒメクボガイ
27. Astralium haematragum (MENKE， 1829)ウラウズガイ
28. Amolthヲaconica (SCHUMACHER， 1817)キクスズメガイ
29. DI百1うaclothrGta (LAMARCK，1799)ヒロクチイガレイシガイ
30. St:mdylus cruer:tus (LISCHKE， 1868)チリボタンガイ

31. Batillaria zonolis (BRUGUIERE，1792)イボウミニナ
32. Cerdhidea rhizothσrarum (A. ADAMS， 1855)フ卜へナタリ
33. Crassastrea gigas (THUNBERC， 1793)マガ、キ
34. Cyclina sinensis (GMELIN，1791)オキシジミ
35. Tresus keenae (KURODA et HABE， 1952)ミルクイガイ

36. Gl口ssaulaxdidyma (RODING， 1798)ツメタガイ
37. G. d. hosoyai (KURODA巴tKIRA， 1959)ホソヤツメタガイ

38. Mytilus corsucus (GouLD， 1861)イガイ
39. Saxidomus turturatus (SOWEBY， G. B. II， 1852)ウチムラサキ
40. C irce sciritta (LINNE， 1758)シラオガイ

41. Mimachlamys nobilis (REEVE， 1852)ヒオオギ
42. Gomthina veneriformis (LAMARCK， 1818)オキアサリ
43. Ponda vitdlus (LINNE， 1758)ホシキヌタ
44. Monot!ex echo (KURODA et HABE， 1950)力コボラ

45. KE!letia 1 ischkei (K URODA， 1938)ミガキボラ
46. Fusinus similis (BIRD，1873)ミガキナガニシ
47. Glycymeris albolineota (LISCHKE， 1872)ベンケイガイ

48. Pigilina ternatana (GMELIN， 1791)テングニシ
49. Pecten olbicans (SCHROTER， 1802)イタヤガイ

50. Aegista trochula (A. ADAMS， 1868)ツシマケマイマイ

総 言1-
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I {国体数 I % I群集EJ

1， 917 
745 
299 
238 
160 

156 
123 
121 
105 

79 
61 
34 

20 
16 
15 
12 
9 
9 
6 
5 
4 
3 
3 
3 
2 
2 

1 
1 

509 
509 
18 
4 

66 
1 
1 

2 
2 
l 
1 

U 
U 

14.18 
5.66 
4.50 
3.03 

2.95 
んη.つ，)つο 

2.29 
1. 99 

1.49 
1. 15 
0.64 第

0.38 
0.30 
0.28 

~.~~ I 型
0.17 
0.17 
0.11 
0.07 
0.07 
0.05 
0.05 
0.05 
0.04 
0.04 
0.02 
0.02 
0.02 
0.02 

9.63 

0.34 1 II 
0.07 型
0.02 

??~ I第取型
0.02 

1.25 第
0.02 IV 
0.02 型

0.04 
第

0.04 V 
0.02 型
0.02 

0.02 第
0.02 VI 
0.02 型

;:;7l第四
而円第四型

100%トー
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第2表 生態群集別員類構成表

引 能い 群 集 イ国 体 数 (%) 

4，152 (78.59) 

1，041 (19.70) 

3 (0.05) 

68 (1.25) 

2 (0.04) 

7 (0.13) 

12 (0.22) 

4 (0.07) 

5，283 (100) 

潮問帯岩礁群集

rr i朝間帯内湾砂泥底汽水群集

m ì朝間帯~ 30 m和1砂~砂 j尼群集

1V iJE潮間帯上部( ~ 30 m)群集

V 

百

九官

¥1m 

" (G ~ 10 m)群集

11 ノ/ (5 ~ 30 m)群集

11 (10 ~ 80 m)群集

陸 産 貝

言1・

名

第3表 対馬・佐賀遺跡の見輪種別構成表

布積 田
削

ムワ

110 

7 

4 

3 

3 

2 

ベン ケイカつイ

サ ボJレ

タマキカやイ

マツバガベ

サルアワヒ

ユキノカサ

チョウセンハマグリ

ウミウサギ

ホシキヌタ

ウチムラサキガイ

域ノ¥
ノJ

北海道南部，本州，四国，九州，朝鮮，フィリッピン

11 1/ // グ 台湾，中国

本州(房総以南)，四国，九州，

11 台湾，西太平洋

北海道，東北，日木海北部，朝鮮

サハリン，シベリア，千島，朝鮮，北海道，東北

本州(房総以南)，四国，九州，台湾，朝鮮，中国

木州(紀伊以南)，四国，九州，台湾

本州(房総以南)，四国，九州，台湾，インド太平洋

北海道(南部)，本州，四国，九州，朝鮮

計 133 
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10.佐賀貝塚発掘調査の成果と今後の方向(まとめにかえて)

佐賀貝塚の調査において建物遺構4を検出した。対馬における遺跡の調(1)建物遺構の検出

明確な生活遺構の検出は査は，古くから数多く行われてきたが，墓地等の調査が主なもので，

きわめて稀少であり，時期をとわず生活実態の研究は遅れていたといえる。理由としては，対

古来乙の条件が変馬における生活可能な空間が相互に隔絶された海岸の狭陸な場所に限られ，

が考えられてきた。この予測は，今回の調査において実証されたわけであ化していないこと，

かぎられた

条件と機会を把える以外に方法が之しいことを意味している。今回の調査は，その意味で関係

方面の連絡を緊密にするととの必要を，より端的に示したといえよう。本報告に際して，今次

同時に対馬における住居跡、等の生活遺構の研究は，現在の家屋等の改築等，るが，

検出の建物遺構に関する検討することになるが，石斧製作棟と見られる 4号建物遺構は特に注

意しておく必要があろう。

本貝塚の調査で検出した各種の石器は多量であるが，特lこ石斧(2)石器石材の分布について

の多量出土と未成品・砥石の供伴が注意される。これらの石斧は，ー遺跡にしては多量にすぎ

るものであり，多分に本遺跡が石斧の製作と供給地的性格を示していると考えられる。今後，

ζれらの石材について産地同定と分布範囲の研究が課題となろう。また，本文執筆完了後にお

いて，東京教育大の二宮氏から，本貝塚出土の黒曜石石材の大半が伊万里市腰岳産のものであ

るという検討結果をお寄せいただいた。このことは，黒曜石原産地をもたない対馬において，

ノミ状片刃磨製石きわめて重大な意味をもっている。本貝塚出土の石器そのものについても，

器の多量出土や，大型剥片鉱等(石鈷〉の出土など，対馬縄文人の生活実態に迫る好資料とい

より重大な課題であろう。前述の石斧材についての研究が，えるが，

埋葬人骨 6体，散乱人骨2個体分を検出したが，対馬における人骨の検
(註21)

わずかに志多留貝塚の調査において幼児骨の

(3)埋葬人骨の検出

出は，数多くの墓地調査にもかかわらず稀少で，

したがって，時期の問題をこえて，対応における古人骨の形質検出を見るにとどまっていた。

人骨研究に，本貝塚出土の人骨は重大な意味をもっているといえよう。今次報告書において，

lこ関する報告は，諸般の都合で留保し，本報告に譲る結果となったが，本書では検出個体数の

報告と埋葬状態の写真を示すにとどめたことを報じておく。

西日本においては稀有の骨角器出土量を見たが，対馬の縄文時代lζ(4)骨魚器資料について

おける研究に重要な資料である。総じて西北九州形の骨角器文化の大枠の中で理解されるもの

一部貝製品の原材料については，朝鮮半島産のものがキパノロ犬歯製の歪飾や，であろうが，

独特の動物の生息が言われてお対馬においては，一方，搬入された可能性がきわめて高い。

シり，特に天然記念物のツシマジカは著名であるが，本貝塚出土の動物遺存体の中において，

イノシシの遺存体数と大きな差異が指摘されている。乙の ζ とは，カ類の量はきわめて少し

きわめ両者の生息数の差異によるものが，対馬縄文社会における両者の扱いの差によるのが，
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て重要な問題となろう。
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〔表紙図版〕

表表紙縄文後期の骨角器(本文図版29参照〉

裏表紙縄文後期石器，上下45cm
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